
　
八
木
　
中
小
企
業
庁
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
違
反
事
例
な
ど
の
情
報
提
供
に
加

え
、
中
小
企
業
が
取
引
上
の
悩
み
を
無

料
で
相
談
で
き
る
窓
口
「
下
請
か
け
こ

み
寺
」
を
全
国
に
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

下
請
取
引
の
適
正
化
を
推
進
し
て
い

る
。
下
請
事
業
者
と
親
事
業
者
は
企
業

活
動
を
支
え
合
う
、
か
け
が
え
の
な
い

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
親
事
業
者
が
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

は
、
下
請
事
業
者
を
守
る
だ
け
で
な
く

自
社
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
。

　―
―

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
の
き

っ
か
け
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
高
山
　
近
年
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
法
令
違
反
に
対
す
る
社
会
の
目

も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
当
社
で
は
、

ト
ッ
プ
が
常
日
ご
ろ
か
ら
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
最
優
先
」
と
、
社
員
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
、
法
令
順
守
を
徹

底
し
て
い
る
。
経
営
ト
ッ
プ
が
本
気
で

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
、
社
員
の
順

法
意
識
の
徹
底
に
欠
か
せ
な
い
。

　
櫻
井
　
当
社
は
中
小
企
業
庁
か
ら
改

善
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
体
制
強
化
を
進
め
て
き
た
。
経
営
ト

ッ
プ
が
率
先
し
て
法
令
順
守
を
呼
び
か

け
た
こ
と
で
取
り
組
み
は
推
進
し
や
す

く
、
状
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
順

法
意
識
は
全
社
に
浸
透
し
て
い
る
。

　
多
田
　
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
は
会
社

全
体
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
だ
け

に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
要
と
も
い

え
る
。
言
葉
と
行
動
で
積
極
的
な
姿
勢

を
示
せ
ば
、
社
員
は
つ
い
て
く
る
も
の

だ
。
　―

―

取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
、

ど
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
か
。

　
高
山
　
当
社
は
各
部
門
や
グ
ル
ー
プ

会
社
の
調
達
部
門
な
ど
に
順
法
推
進
者

を
置
い
て
い
る
が
、
経
験
の
浅
い
推
進

者
に
自
部
門
を
リ
ー
ド
で
き
る
ま
で
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
に
苦
心
し
た
。

順
法
推
進
者
が
質
問
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
を
続
け
た
結

果
、
現
在
で
は
自
主
的
に
教
育
活
動
を

実
施
す
る
ま
で
に
な
り
、
社
員
全
体
の

習
熟
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
櫻
井
　
社
員
が
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
は
会
社
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
自
身
を
守
る
こ
と

で
も
あ
る
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
教
育

を
心
が
け
て
い
る
。

　
八
木
　
法
令
順
守
が
自
分
や
家
族
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
識
を

社
員
に
浸
透
さ
せ
て
ほ
し
い
。
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
る
動
機
付
け
が
必
要
だ
。

　―
―

取
り
組
み
の
結
果
、
ど
ん
な
変

化
が
あ
っ
た
か
。

　
高
山
　
教
育
や
情
報
発
信
、
社
内
の

点
検
活
動
を
体
系
的
に
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
問
題
意
識
が
高
ま
り
、
下
請

代
金
法
の
相
談
も
闊
達
と
な
り
、
取
り

組
み
が
奏
功
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
櫻
井
　
社
員
か
ら
の
質
問
が
増
え
、

相
談
内
容
も
高
度
に
な
っ
て
き
た
。
そ

う
し
た
質
問
は
法
務
室
に
と
っ
て
も
刺

激
と
な
り
、
取
り
組
み
の
参
考
に
し
て

い
る
。

　
多
田
　
質
問
が
出
て
く
る
の
は
、
関

心
が
芽
生
え
て
い
る
証
し
だ
。
社
員
の

や
る
気
を
そ
が
な
い
よ
う
に
、
そ
の
場

で
完
全
に
答
え
ら
れ
な
く
て
も
、
丁
寧

に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
小
さ
な

積
み
重
ね
が
社
員
の
積
極
性
を
後
押
し

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
八
木
　
両
社
の
取
り
組
み
は
、
法
令

順
守
を
推
進
す
る
事
務
局
と
現
場
の
温

度
差
を
解
消
で
き
た
好
例
だ
ろ
う
。
支

払
い
状
況
の
管
理
な
ど
シ
ス
テ
ム
で
で

き
る
こ
と
は
自
動
化
し
な
が
ら
、
地
道

に
教
育
活
動
を
続
け
て
社
員
の
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
肝
心
だ
。

　―
―

今
後
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
の
強
化
に
取
り
組
む
企
業
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

　
高
山
　
下
請
取
引
に
か
か
わ
る
人
が

下
請
代
金
法
の
内
容
を
正
し
く
理
解

し
、
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
違

反
の
リ
ス
ク
は
ぐ
ん
と
小
さ
く
な
る
。

基
本
を
大
切
に
、
体
制
の
構
築
や
施
策

を
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
櫻
井
　
ま
ず
下
請
代
金
法
に
対
応
す

る
専
門
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
。
彼
ら
が
率
先
し
て
法
律
内
容
を
学

び
、
自
社
の
業
務
内
容
に
即
し
た
順
法

体
制
を
構
築
す
る
。
下
請
代
金
法
の
禁

止
行
為
は
、
下
請
事
業
者
に
対
し
て
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
取
引
先
に
対
し

て
や
っ
て
は
い
け
な
い
行
為
を
定
め
た

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
下
請

代
金
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
社
員
の
モ
ラ

ル
向
上
に
も
有
効
だ
と
思
う
。

　
多
田
　
法
令
順
守
に
対
す
る
経
営
ト

ッ
プ
の
明
確
な
意
思
表
示
と
教
育
体
制

の
整
備
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
肝

だ
。
最
初
か
ら
完
璧
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
、

少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
け
ば
い
い
。
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
業
種
別
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、Ｑ
＆
Ａ
な
ど
、
活
用
で
き
る

素
材
は
当
局
が
豊
富
に
用
意
し
て
い

る
。
下
請
取
引
の
適
正
化
が
自
社
の
事

業
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
を
実

感
で
き
れ
ば
、
社
員
も
納
得
感
を
も
っ

て
取
り
組
め
る
だ
ろ
う
。

　
八
木
　
素
晴
ら
し
い
技
術
や
革
新
的

な
商
品
を
持
つ
中
小
企
業
の
存
在
は
、

わ
が
国
の
強
み
だ
。
下
請
事
業
者
と
親

事
業
者
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
信
頼
関

係
を
築
き
、
共
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。

　
下
請
代
金
法
を
取
り
巻
く
環
境
は
２

０
０
４
年
（
平
成
１６
年
）
の
改
正
以
降
、

大
き
く
変
わ
っ
た
。
対
象
取
引
は
１
９
５

６
年
（
昭
和
３１
年
）
の
制
定
当
時
、
製
造

委
託
と
修
理
委
託
だ
け
だ
っ
た
が
、
情
報

成
果
物
と
役
務
提
供
委
託
が
加
わ
っ
た
。

も
う
一
つ
大
き
な
変
更
点
と
し
て
勧
告

も
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勧
告

を
受
け
る
と
「
下
請
い
じ
め
」
と
し
て
社

会
的
信
用
を
損
な
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
当
初
は
代
金
減
額
が
中
心
だ
っ
た
が
、

最
近
は
買
い
た
た
き
を
含
む
禁
止
行
為

が
勧
告
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１

４
年
度
（
平
成
２６
年
度
）
は
中
小
企
業
庁

の
立
ち
入
り
検
査
だ
け
で
１
０
０
０
件
、

公
正
取
引
委
員
会
の
指
導
案
件
が
５
４

６
１
件
と
過
去

最
多
で
、
継
続

し
て
増
加
し
て

い
る
。

　
違
反
事
案
の

大
半
は「
う
っ
か
り
型
」だ
。「
下
請
代
金

法
の
対
象
だ
と
気
付
か
な
か
っ
た
」「
下

請
事
業
者
か
ら
合
意
を
取
り
付
け
て
い

る
は
ず
」と
い
っ
た
ケ
ー
ス
だ
。

　
よ
く
あ
る
誤
解
が
規
格
品
、
標
準
品

と
製
造
委
託
と
の
関
係
だ
。
規
格
品
、

標
準
品
の
場
合
、
下
請
代
金
法
は
適
用

さ
れ
な
い
が
、
買
う
側
が
何
か
仕
様
を

決
め
て
い
る
と
製
造
委
託
に
な
る
。
一

例
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）

商
品
だ
。
中
身
は
汎
用
品
だ
が
発
注
者

の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
シ
ー
ル
で
貼
り
付
け

た
り
、
袋
詰
め
に
し
た
り
す
る
と
製
造

委
託
と
な
り
、
下
請
代
金
法
が
適
用
さ

れ
る
。
製
造
委
託
と
い
う
と
特
注
品
を

つ
く
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
汎
用
品

に
あ
る
種
の
作
業
を
加
え
る
と
製
造
委

託
に
あ
た
る
の
で
要
注
意
だ
。

　
最
近
、
振
込
手
数
料
の
負
担
も
落
と

し
穴
に
な
っ
て
い
る
。
親
事
業
者
が
大

口
預
金
を
し
て
お
り
、
手
数
料
が
割
り

引
か
れ
る
場
合
、
実
際
に
負
担
し
た
分

だ
け
し
か
減
額
し
て
は
な
ら
な
い
点
を

見
過
ご
す
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
会
社
規
制
に
も
注
意
し
て

ほ
し
い
。
親
事
業
者
が
子
会
社
か
ら
発

注
さ
せ
る
際
、
子
会
社
の
資
本
金
要
件

が
非
常
に
小
さ
く
、
親
事
業
者
の
資
本

金
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
も
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
子
会
社
が
親
事

業
者
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
下
請
先
は
取
引
先
で
あ
る
と
同
時
に

戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
下
請
先
を

守
る
こ
と
が
自
社
の
競
争
力
確
保
に
つ

な
が
る
。
お
互
い
に
良
い
意
味
で
の
緊

張
関
係
を
持
ち
つ
つ
下
請
代
金
法
順
守

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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■後援：公益財団法人全国中小企業取引振興協会、全国中小企業団体中央会、日本経済新聞社 http://www.chusho.meti.go.jp/ 中小企業庁 検 索 
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中
小
企
業
の
相
談
窓
口「
下
請
か
け
こ
み
寺
」の
ご
案
内

　
全
国
４７
都
道
府
県（
４８
カ
所
）に
設
置
し
て
い
る『
下
請
か
け
こ
み
寺
』で
は
、「
納

品
後
に
代
金
の
値
引
き
を
求
め
ら
れ
た
」「
支
払
日
が
過
ぎ
て
も
代
金
を
支
払
っ

て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
取
引
に
関
す
る
中
小
企
業
の
様
々
な
悩
み
の
相
談
に
相
談

員
や
弁
護
士
が
親
身
に
な
っ
て
応
じ
、
問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
費
税

転
嫁
等
に
係
る
取
引
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

消
費
税
転
嫁
に
関
す
る
ご
相
談
は
こ
ち
ら

中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
下

請
代
金
法
違
反
の
防
止
に
向
け
た
社
内
体

制
の
整
備
方
法
や
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
「
下
請
取
引
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ほ
か
、
下
請
代
金
法
の

講
習
会
の
情
報
な
ど
下
請
取
引
適
正
化
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.chusho.m

e
ti.g
o.jp/

keiei/torihiki/index.htm
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０
１
２
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・
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０
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２
１
７

そ
の
他
の
ご
相
談
は
こ
ち
ら
　 

０
１
２
０
・
４
１
８
・
６
１
８

本特集の東京・大阪・福岡・札幌編は中小企業庁のサイトでご覧いただけます。

　
法
務
部
と
工
場
な
ど
の
資
材
購
買
部
門
の
部
門
責
任
者
で
構
成

す
る
下
請
法
部
会
を
中
心
に
、法
令
順
守
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
営
業
・
製
造
な
ど
の
周
辺
部
門
が
下
請
代
金
法
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
た
め
、初
級
レ
ベ
ル
の
研
修
会
を
各
工
場
で
開
催
。

今
年
度
は
す
で
に
１３
事
業
所
で
実
施
し
た
。
一
般
の
従
業
員
が
参

加
で
き
る
研
修
も
本
社
な
ど
で
定
期
的
に
開
い
て
い
る
。

　
実
務
レ
ベ
ル
の
研
修
で
は
、
日
々
の
資
材
購
買
業
務
に
関
す
る

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
い
て
、
疑
問
点
を
解
消
す
る
相
談
会
を

開
催
。法
務
部
と
実
務
担
当
者
が
直
接
対
話
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

よ
り
実
務
的
・
現
実
的
な
対
応
策
を
検
討
す
る
。

　
法
務
部
は
部
門
責
任
者
と
連
携
し
、
毎
年
の
書
面
監
査
と
数
年

に
一
度
の
実
地
監
査
も
担
う
。
潜
在
的
な
違
反
リ
ス
ク
を
い
ち
早

く
発
見
し
、
対
策
を
練
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
有
用
な
情
報
を
発
信

す
る
た
め
季
刊
「
下
請
法
通
信
」
を
発
行
し
、
よ
く
あ
る
質
問
へ

の
回
答
な
ど
も
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
て
い
る
。

　
当
社
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
の
た
め
に
、
①
規
範
②
体
制

③
教
育
・
情
報
発
信―

―

の
３
つ
の
柱
を
設
け
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
行
動
規
範
に
の
っ
と
り
、
順
法
推
進
体
制
を
整
え
て
、
リ
ス
ク

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
実
施
。
全
社
向
け
の
グ
ル
ー
プ
教
育

や
専
門
家
を
迎
え
て
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
社
内
へ
の
教

育
・
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
る
。

　
調
達
部
門
に
お
け
る
下
請
代
金
法
の
順
守
体
制
は
、
本
社
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
会
社
に
順
法
推
進
者
を
設
置
。
事
務
局
が
教
育
資
料

な
ど
を
提
供
し
、
彼
ら
を
中
心
に
順
法
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
下
請
代
金
法
順
守
の
取
り
組
み
で
は
、
ま
ず
階
層
別
社
員
教
育

や
各
部
門
・
会
社
内
で
の
教
育
を
実
施
。
法
令
順
守
状
況
の
点
検

活
動
で
は
、
自
主
点
検
に
加
え
、
本
社
か
ら
の
実
地
点
検
も
行
う
。

下
請
代
金
法
に
関
す
る
最
新
動
向
の
把
握
や
グ
ル
ー
プ
内
へ
の
浸

透
に
も
気
を
配
る
。
こ
れ
ら
３
つ
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
展
開

す
る
こ
と
で
下
請
取
引
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
素
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
当
社
グ
ル
ー
プ
に
は
下
請
事
業
者
が
約

９
０
０
社
あ
り
、
取
引
の
多
く
は
製
造
委
託
だ
。
そ
こ
で
２
０
０

４
年
に
下
請
代
金
法
の
主
管
部
門
を
購
買
・
Ｓ
Ｃ
Ｍ
部
に
移
し
、

法
務
・
知
的
財
産
部
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
統
括
部
門
を
整
え
た
。

　
下
請
代
金
法
順
守
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
ま
ず
事
業
所
で

の
自
主
管
理
体
制
の
構
築
を
進
め
た
。
各
事
業
所
に
下
請
取
引
責

任
者
を
配
置
し
、責
任
者
の
下
で
自
主
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

当
局
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

　
統
括
部
門
は
、①
業
務
の
標
準
化
（
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

な
ど
）②
事
業
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
（
法
令
解
釈
、
実
務
で
の

疑
問
に
対
す
る
相
談
窓
口
）③
教
育
・
啓
蒙
活
動
（
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
会
や
社
内
講
習
会
の
実
施
な
ど
）④
社
内
監
査
（
各

事
業
所
で
の
実
態
調
査
の
実
施
な
ど
）――

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
ほ
か
下
請
取
引
に
該
当
す
る
か
判
定
す
る
シ
ー
ト
を
提
供
す

る
な
ど
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
法
令
順
守
を
徹
底
し
て
い
る
。

日
本
電
気

法
令
順
守
活
動
を
継
続
的
に
展
開

昭
和
電
工

統
括
部
門
の
リ
ー
ド
で
地
道
に
実
施

ク
ボ
タ

現
場
に
寄
り
添
い
取
り
組
み
推
進

　下請取引の適正化は、日本企業の大部分を占める中小企
業の経営を左右する重要な課題だ。親事業者によるコンプ
ライアンス（法令順守）体制の整備・強化が求められる。
11～12月にかけて全国5会場（札幌、東京、名古屋、大阪、
福岡）で開催した「下請取引適正化推進シンポジウム
2015」には、下請代金支払遅延等防止法（下請代金法）の
順守に取り組む親事業者が登場。下請取引の適正化に向け
た具体的な取り組みを紹介した。

　
２
０
０
９
年
に
中
小
企
業
庁
か
ら
指
摘
を
受
け
、
短
期
間
に
改

善
を
進
め
た
。
ま
ず
、
下
請
事
業
者
へ
の
振
込
手
数
料
を
す
べ
て

当
社
で
負
担
す
る
よ
う
に
変
更
し
た
。
契
約
の
中
身
が
下
請
取
引

に
該
当
す
る
の
か
判
断
す
る
手
間
を
省
く
狙
い
も
あ
る
。

　
次
に
納
品
後
６０
日
以
内
の
支
払
い
に
つ
い
て
。
こ
れ
も
下
請
事

業
者
を
含
め
、
す
べ
て
納
品
月
末
締
め
、
翌
月
末
日
払
い
に
変
更

し
た
。
当
初
か
ら
の
担
当
で
あ
る
購
買
部
門
に
加
え
、
業
務
管
理

部
門
、
経
理
部
門
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
か
ら
な
る
会
議
体
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
４
カ
月
で
運
用
方
法
の
見
直
し
か
ら
体

制
の
強
化
、
取
引
の
適
正
化
ま
で
実
現
し
た
。

　
体
制
強
化
の
取
り
組
み
は
、
社
員
教
育
と
支
援
監
視
体
制
、
グ

ル
ー
プ
強
化
の
３
点
か
ら
な
る
。
新
人
社
員
研
修
で
は
下
請
代
金

法
を
必
須
教
科
と
し
、
ウ
ェ
ブ
も
活
用
。
支
援
監
視
で
は
請
求
書

を
必
ず
入
手
す
る
よ
う
に
努
め
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
法
令

順
守
を
徹
底
し
て
い
る
。

三
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代
金
法
を
必
須
教
科
に
社
員
研
修

経
営
ト
ッ
プ
主
導
で
体
制
を
強
化

凸
版
印
刷

倫
理
委
員
会
中
心
に
法
令
順
守
推
進

　
当
社
は
社
内
の
憲
法
と
位
置
付
け
る
「
行
動
指
針
」
に
下
請
取

引
の
適
正
化
を
明
記
し
、
経
営
ト
ッ
プ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
現
場
で

の
旗
振
り
役
と
し
て
「
行
動
指
針
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
事
業
部
ご

と
に
配
置
。
今
年
度
は
約
８
０
０
人
を
選
任
し
た
。「
行
動
指
針

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」や「
下
請
法
遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
」な
ど
社
内
で
作

成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
使
い
、
法
令
順
守
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
下
請
取
引
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
全
社
共
通
の

発
注
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
注
文
書
の
記
載
漏
れ
や
事
後
発
行
を

防
止
。
定
期
的
に
社
員
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の
勧

告
事
例
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
有
し
て
い
る
。
下
請
事
業
者
向
け

の
通
報
窓
口
と
し
て
「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
も
開
設

し
た
。
法
令
順
守
の
状
況
は
定
期
的
に
経
営
陣
や
監
査
役
会
に
報

告
し
て
お
り
、
下
請
取
引
の
適
正
化
は
経
営
課
題
で
あ
る
と
の
認

識
で
一
連
の
取
り
組
み
を
改
善
・
強
化
し
て
い
る
。

　
法
務
部
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
な
ど
が
事
務
局
を
務
め

る
倫
理
委
員
会
を
中
心
に
法
令
順
守
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
部

屋
」
と
い
う
専
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
。「
下
請
法
遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

や
下
請
取
引
で
使
用
す
べ
き
書
式
類
の
見
本
な
ど
、
下
請
代
金
法

順
守
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
発
注
か
ら
支
払
い
ま
で
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
下
請
代
金

法
に
違
反
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
や
む
を
得
ず
独
自

の
発
注
書
式
を
利
用
し
た
場
合
は
、
場
所
や
責
任
者
を
決
め
て
保

管
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
法
務
部
員
が
工
場
を
訪
ね
て
下
請
代
金
法
監
査
を
実
施
し
た
際

は
、
取
引
内
容
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
具
体
例
を
用
い
て
担
当
者

に
あ
ら
た
め
て
法
律
内
容
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
や
親
事
業
者
へ
の
書
面
調
査
を
活
用
し
て
、
工
場
の
取
引
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
下
請
取
引
の
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

レ
ン
ゴ
ー

下
請
代
金
法
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

基
調
講
演

基
調
講
演

基
調
講
演

コンプライアンスの強化と企業間取引の適正化を目指して 日本電気／三井情報パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション

下請法　名古屋会場


